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昭和13年６月以降北海=道東部帯廣市及近接農

村ノ小學校第６學年見童ノ結核感染二開スル調

査ノ機會ヲ得タ、此ノ地方ハ廣大ナル十勝平野

ヲ･控へ最近2、30年間二農村開拓ノ進歩ト交通

ノ発達ニョリ急速二人ロノ増加ヲ来シタ。先住

民族タル「ア･fヌ」人モ可ナリ在住シ、和人トノ

雑婚モ僅二認メラレル。カヽル情勢下一アル地

域ノ結核浸襲ノ観察八一顧ノ價値アリト信ズル。

調査資料及ビ方法

調査資料・ヽ帯廣市内３小學校第６學年見童811

名及ビ近接農村５小學校第６學年見童589名ニ

シヘ是等ノ見童ハフ、ベテ所謂健康見童トシテ

日日通學シテヰルモノデアル。七ヅ此ノ全部二

對シテーントー氏「ツベルクリン」皮内反座刊于

　　

－

ツタ、「ツ’ヽﾆ｀ルクリン」ノヽ傅研製薔「ツ｀ルクリ

ン」ラ用ヒ、ソノ2000倍O.lcc､テ前縛、屈側皮

内二注射シ、48時間後こ一検査ラナシ殼赤ノ径

５ｍｍ以上尹陽性トシタ。必要アリト思ノリレヽ

モノ､ハ100倍ニテ再検シタ。是等陽性児童全部

ユ對シテ聴診、打診テ行‘ヒソノ大部分ぐ那市ハ

全部)ニ對シ｢レントゲン｣透視及寫具撮影テ行

ツタ、赤血球沈降反廳ヲモ併七町予ツタ。

見童ノ結核感染率

市内３校及ビ近接農村校ニツイテ、學校別二結

核感染卒ラ見ルト第１表ノ如シ。

之ニョツテ見ルニ市内學校ノ結核感染卒ノヽ29.3

χニシテ、近接農村學童25．6χヨリ少シク高

イ。之ヲ昭和10年金井等ノ(1)札幌市内所謂健康

學童558名二於ケル25.3ガユ比較ソヽルニ帯廣

市内學童二於テノヽ梢ｌ高率ニシテ、近接農村學

童ニテハ略ｌ等シイ。

之サ諸家ノ報告ト比較スルニ昭和４年有馬教授

等(2り札幌二於ケル42.0%、小田教授等(3り毫

北二於ケル37．7％､清水ノ函館二於々ル47．5％

ヨリモ洛二低率ニシテ、Arufinsen li　ノTro-

第１表

　

市内兄童結核感染率

＼　性

校

　別　へ

男　　　　　　見　　ｉ　　女　　　　　　兄　　　　aヽ　　　　　計

人　負 陽　性 率　　；　人　　員（十）｜　市　；人　貝 (十) 率

Ｏ．Ｂ･ 校 187 57　　　　30.4ぢ　　　　189　　1　　　　57　　　　30.1％　　　376　　1　　　114　　　　30.3ら

Ｋ．Ｓ．校 125 46　　　　36.8　　1　　　157　　j　　　　53　　　　33.7　　j　　　282　　1　　　　99　　j　　35.1

M. S･ 校 69 12　　　　17.3　　　　　　84　　　　　　13 15.4　‘　　　153　　　　　　　25　　　　16.3

計 381 115　　30.1　　430　　123 28.6　1　811　j　238　1　29.3
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第２表

　

近接農村見童結核感染率

【第17巻

①
男　　　　　　見 女　　　　　　見 合　　　　　　計

人　貝¦（十） 率 人　貝 (十) 率 人　貝 (十) 率

M. R.校　105　　28　　26.6　1　108　　30　　27.7　　213　’　58　1　27.2％

Ｍ．Ｔ．校　　52　　13　　25　　　　43　　13　　30.2　　　95　　　26 27.3

Ｏ．Ｆ． 校 53　　　12　　　22.6　　　83　　　21　　　25.3　　　136 I　　33 24.2

Ｐ．Ｂ．校　　64　　13　　20.3　　　49　　11　　22.4　　113 24 21.2

F. K.校1　　15　　　6　　40.0　　　17　　　4　　23.5　　　32 10 31.2

計　　　289　　72　　24.9　　300　　79　　26.3　　589　1　151　・25.6

ndheimニ於クル21.1%、Ｌｕcksch(5)ノＰｒａｇ

ニ於ケル27.6%、高橋(6)等ノ名古址二於ケル

26．5％ニ近イノデアル、市内３校別二見ルト興味

アル事賓が分ル、印チ市ノ中央部ニアリ、商業

者ノ子弟ヲ大部分トスルＯ． Ｂ．校ハ30.3が、

市ノ東部ニアリ努働階級テ大部分トスルK. S.

校ノヽ35．1％ニシテ最モ高ク、市ノ南部ニアリ此

ノ4、5年前住宅地トシテ登展シ、農業者ヲ主ト

スルM. S.校ハ16．3％ニシテ最低デアル、之

ヲ金井等ノ札幌二於ケル匯域別結核感染率ト比

較スルニ大約一致シテヰル、所謂結核蔓延ノ一

原因が、ソノ生活環境ニアルト･1フ事賞．･ヽ動カ

スコト．'｀出来ナイ．

｢レントゲン｣検査ニヨル結核病受ノ検索

童151名－｢レントゲン｣検査(透視及撮影)ラ行

ヒ結核病憂ヲ検索シタ。

第３表二於ケル如ク初感染ハ市内學童38．2％ニ

シテ農村學童J 2>1,1%ヨリ少シク高ク、再感染

二於テモ市内學童2．1％ニ對シ農村學童ハ０．６

χデアル、肋膜炎ノヽ前者ノヽ2．1％、後者ノヽ１．９

％デアル、之ヲ･金井等ノ札幌市内學童二於ケル

初感染37.1が、再感染4．4X、肋膜炎2．3ガエ

比較スルニ初感染二於テハ大差ナク、再感染ニ

テダヽ1ん、肋膜炎ハ略ｌ等シイ、清水ノ函館市内

學童二於ケル初感染57．7X、再感染4．1％ニ對

シ這カニ低イ。

以上ノ内治療ヲ要スト認ノ･ラレル新鮮初感染、

肺門腺腫脹、肺門周回浸潤、惨出型結核ノ見童

市内學童24名、農村學童23名二對シ通學ラ禁

止シ、各自宅二於テ静養スルコトトシ、螢養ノ

指導テナシ、爾後屡回目談所ラ訪問セシノ･、経

第３表「l／ｙトゲダ」検査成績

「1/yトゲｙ」所見

市内児童

計

72

率
農村児童

計 率
男 　女

一一　一一一一-

　33

男 女

初

感

χ●-

陳鳶初感染奴　39
ニ肺門腺友化

38.2％

12 23 35

37.7％肺門腺腫脹 ６ 13 19 10 10 20･

゛¦斯好和感染 ０ ０ ０ １ １ ２

翼.声門周回浸潤 ０ １ １
2.1％

０ ０ ０
八　Ｑ．、〆●Ｊ

感

●ｰ_
謬　出　型 ０ ４ ４ ０ １ ｌ　ｉ　Ｘ／・Ｕ／∂

采蜃著性肋膜炎 ３ ２ ５ 2.1％ １ ２ ３ 1.9％

所見ナキモノ 67 70 137 57.6％ 48 42 90 59.8％

｢ッ｣陽性者計 115 123 238 100％ 72 79 151 100％



過ノ観察ヲ行ツテヰル。更二家族ノ受診ヲ･勧

八感染源ノ冊見ヽニーツトノテヰルガ是等ノ牛倣

以上二於テソノ家族、近親者二結核性疾患者ア

゛ニlトフ｀今後結核禄防對策ヲ立ツル上二於テ考

慮７ヽｇキコトデアリ、識者ノ注意ヲ･換起セント

スノレモノデ'アノレ。

總

　　

括

昭和13年６月以降４ヶ月二亙り帯廣市内學童

811名及近接農村學童589名ニツキ結核検診テ

行ツタ、、結核感染率市内學童29．3％、農村學童

25．6％デアツタ、、

市内３校別二見ルト、努働階級テ主トスルK.S.

校最モ高ク35．1χ、商業者テ主トスル０．Ｂ．校

30．3％、農業者ヲ主トスルM.S.校最モ少ク

16．3％デアル。

「レントゲン」検査ニョル結核病宛ノ検索二於テ

市内學童ニテ｡ハ初感染38.2が、再感染2．1％、

肋膜炎2．1χ、農村學童ニテ。・ヽ夫力37.7が、０．６

Ｘ、１．９％デアツタ。

要治療見童ノ牛撤以上二於テソノ家族及ビ近親

者二感染源ヲ認ノ･タ。市内學童惨出型４名二於

テ撤同ノ塗抹検査ニョリ結核菌陽性デアツタコ

トラ附加スル。

稿ヲ終ルニ臨ミ本事業ヲ企圖サンタル北海道廳

衛生課長木村博士二敬意り表シ協カサレタル各

校校醤諸氏二深謝スル。
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